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１．はじめに

(１) 趣旨

下野市では、下野市生涯学習推進計画(第二次)に於いて、「生涯学習による下野市の文化

づくり～学びで創る豊かなしもつけ～」をめざし、学習の機会の提供に加え、多様な学習

を通じた自己実現、学習仲間との交流による心豊かな生活、学習成果の社会還元による協

働のまちづくりを推進していくこととしています。

こうしたことから、生涯学習活動の中核的拠点となる公民館が果たすべき重要性を確認

するとともに、機能のより一層の充実と活性化を図るため策定した下野市公民館振興計画

(第二次)に沿って、各館における内部評価と市民の代表である公民館運営審議会による外

部評価を実施し、公民館運営の改善等に繋げ、向上を図っていくためここに令和３年度の

評価をまとめるものです。

◎社会教育法

(運営の状況に関する評価等)

第 32 条 公民館は、当該公民館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に

基づき公民館の運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

(運営の状況に関する情報の提供)
第 32条の 2 公民館は、当該公民館の事業に関する地域住民その他の関係者の理解を深め

るとともに、これらの者と連携及び協力の推進に資するため、当該公民館の運営の状況に

関する情報を積極的に提供するよう努めなければならない。

◎公民館の設置及び運営に関する基準

（平成 15 年 6 月 6 日文部科学省告示第 112 号）

(事業の自己評価等)

第 10条 公民館は、事業の水準の向上を図り、当該公民館の目的を達成するため、各年度

の事業の状況について、公民館運営審議会等の協力を得つつ、自ら点検及び評価を行い、

その結果を地域住民に対して公表するよう努めるものとする。



（２）公民館評価の方法について

評価の目的は、設定した目標が適切に実施されたかどうかを検証し、翌年度の事業を

効果的に実施することにあります。

評価の種類は、内部評価、外部評価、とします。

下野市公民館振興計画(第二次)に基づいた評価指標に対する各公民館による検証結果

(実績・成果(目標))を内部評価とし、検証結果等を参考に公民館運営審議会委員が評価

を実施し、その集計結果をもって、公民館運営審議会の外部評価とします。

最終的に評価に対する課題の改善点など、全体に対する意見等を総評としてまとめ、翌

年度事業への反映に努めます。

《評価基準》
外部評価(評価指標評価)は、項目ごとに 4段階評価を行います。

評価指標、評価項目(小項目)、中項目において、異なる複数の判定の場合の対応

評価 評価内容及び基準

A 計画通り事業を実施し、目標水準を超える成果がある。

当該項目について優れている。

B 計画通り事業を実施し、目標水準を満たしている。

当該項目について、おおむね適正である。

C 計画通り事業を実施し、目標水準を満たしているが、一部に課題がある。

当該項目について、改善が必要である。

D 計画した事業、目標水準を満たしておらず、改善が必要である。

当該項目について、相当な改善が必要である。

判定パターン 判定の例 判定の方法

判定が分かれ、

数が奇数の場合

Aと Aと B
多数決で多い方の判定とするBと Cと C

判定が同数ずつに

分かれた場合

Aと B 各判定が、上位寄りか下位寄りかを

考慮し判定するBと Bと Cと C

３種類以上が

混在した場合

Aと Bと C
平均していずれの達成度が近いかを

考慮し判定する

Aと Bと D
Aと Aと Cと D
Aと Bと Cと D



２. 公民館運営審議会委員名簿

氏 名 所 属 等

人見 佳代子 小学校長代表 吉田西小学校

倉井 典子 中学校長代表 南河内中学校

諏訪 佳恵
子ども会育成会

連絡協議会代表
国分寺地区

菅沼 みや子 社会教育関係 文化協会

石﨑 勝二 社会教育関係
地域活動団体

国分寺中央コミュニティ

石田 節男 社会教育関係
地域活動団体

下野市ウインター活性化推進協議会

兼丸 起子 家庭教育関係
ボランティア団体(託児)

にこ・にこママン

舘野 紀子 学識経験者 南河内地区

津野田 久江 学識経験者 石橋地区

小林 溶子 学識経験者 石橋地区

谷萩 昌道 学識経験者 南河内地区

小貫 シゲ子 学識経験者 国分寺地区

上野 文夫 公募 南河内地区

高木 香奈子 公募 石橋地区

中澤 真智子 公募 南河内地区



施

設

開館年度 Ｓ55年度(築 41 年) 職員数 ３名 （内訳）館長 １名 社会教育指導員（会計年度職員）２名

構 造 鉄筋コンクリート造２階建 延床面積 1,890.85 ㎡ 敷地面積 11,116.00 ㎡

室名 ■大ホール ■調理室 ■視聴覚室 ■茶室 ■和室 ■会議室(101・102・103・201・202・203・204)

【単位：円】
Ｈ30年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

備考
決算額 予算額

収
入

施設使用料 1,211,530 872,090 423,780 609,140 840,000 備品使用料含む

前年度比 103.2％ 71.9％ 48.6％ 143.7％ ―

コピー・印刷代 52,404 61,612 22,015 36,767 170,000 生涯学習文化課収入

前年度比 77.1％ 117.5％ 35.7％ 100.0％ ―

その他 490,584 299,996 330 330 1,000 施設使用料

入札不調により令和 2 年度から設置業者

無しのため、自動販売機設置料、自販機電

気代等減
前年度比 98.7％ 61.1％ 0.01％ 100％ ―

計 1,754,518 1,172,086 446,125 646,237 1,011,000

支
出

講座・事業費 670,258 706,379 192,843 464,419 649,500 講座・まつり経費

維持管理費 10,527,066 9,328,063 9,784,746 8,084,900 13,056,000
夜間・休日管理者(シルバー)１名

委託料、光熱水費、消耗品費、燃料費等

事務費
人件費 15,737,000 15,653,595 18,030,878 19,255,946 19,900,000 ４館分計上

その他 522,315 549,705 493,133 473,097 525,500 保険料、消耗品費等

計 27,456,639 27,227,742 28,501,800 28,179,362 34,131,000

前年度比 94.7％ 99.1％ 104.7％ 98.9％ ―

営繕・備品費 46,623,600 990,000 194,843,000 99,000 34,000,000
R2 体表面温度計

R4 防水工事

利
用
状
況
等

指標名 実績値 目標値 備考

人口（地区）
60,084

(18,796)

59,981

(18,787)

60,062

(18,828))

60,053

(18,187)

59,929

(18,673)

年度当初 4 月 1 日現在(広報 5 月号掲載)

（ ）書きは旧国分寺町エリア人口

利
用
状
況

開館日数 275 275 179 280 281
R2 は 4/14～5/24 までコロナのため、6～12

月改修工事に伴う休館のため、減

利用者数 45,141 30,659 8,547 12,653 ―

R2 は新型コロナ感染症に伴う休館のため、

利用減

前年度比 109.7％ 67.9％ 27.9％ 148.0％ ―

利用件数 3,237 2,335 926 2,558 ―

前年度比 123.0％ 72.1％ 39.7％ 276.2％ ―

コマ稼働率 29.9％ 25.7％ 13.3% 23.4％ ―

事

業

講座日数 79 79 18 61 71
R２、３は新型コロナ感染症に伴う講座中止

のため減参加延人数 1,551 1,397 279 721 ―

公民館まつり 34 33 0 8 ― 参加団体数 当日の来館者人数

R2、R3 は新型コロナ感染症のため中止

R3 は代替え事業参加団体及び会員数参加者数 800 900 0 127 ―

自主サ

ークル

サークル数 40 41 36 33 33
４月当初(前年度３月許可数)

会員数計 654 662 616 529 536

令和３年度方針

「下野市公民館振興計画」（第１次）の最終年度の企画事業として実施。

コロナ禍２年目となり、すべての事業で蜜を避けながら実施。

「下野市公民館振興計画」（第２次）による評価マニュアルの作成。

前年度改善事項

公民館振興計画事業の推進。

公民館講座の見直し（企画、募集方法、エール記載方法等）。

中止となった公民館まつりの代替事業の実施。

３. 令和４年度（令和３年度事業）公民館点検・評価シート (国分寺公民館)



施

設

開館年度
Ｓ41年度（築 55年） 職員数

4名

（内訳）館長・主事（正規職員各 1名 社会教育指導員（会計年度職員）2名

構 造 鉄筋コンクリート造 2階建 延床面積 1,208.77 ㎡ 敷地面積 3,613.39 ㎡

室名 ■会議室（第一・第二・101・102・201）■講義室 ■和室

【単位：円】
Ｈ30年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度

備考
決算額 予算額

収
入

施設使用料 1,009,360 809,630 347,240 650,100 605,000
備品使用料含む

前年度比 106.5％ 80.2％ 42.9％ 187.2％ ―

コピー・印刷代 69,624 55,975 46,517 66,991 68,000
生涯学習文化課収入

前年度比 124.1％ 80.4％ 83.1％ 144.0％ ―

その他 119,560 122,297 4,500 212,183 10,882,000
施設使用料

自動販売機設置料、自販機電気代、電柱等敷地料

複合施設民間貸付料（Ｒ4～）前年度比 106.5％ 102.29％ 3.7％ 4,715.1％ ―

計 1,198,544 987,902 398,257 929,274 11,555,000

支
出

講座・事業費 634,547 589,634 206,867 371,705 565,000 講座、まつり経費

維持管理費 5,375,411 5,766,738 5,093,611 5,758,115 17,824,000 夜間・休日管理者(シルバー)１名

委託料、光熱水費、消耗品費、燃料費等

事務費

人件費 0 0 0 0 0 国分寺公民館にて計上

その他 351,801 241,891 332,416 311,391 887,000 保険料、消耗品費等

計 6,361,759 6,598,263 5,632,894 6,441,211 19,276,000 Ｒ4.12 複合施設に移転

前年度比 102.8％ 103.7％ 85.4％ 114.3％ ―

営繕・備品費 913,371 0 316,580 0 0 Ｒ2 体表面温度計

利
用
状
況
等

指標名 実績値 目標値 備考

人口（地区）
60,084

(21,481)

59,981

(21,400)

60,062

(21,474)

60,053

(21,495)

59,929

(21,473)

年度当初 4 月 1 日現在(広報 5 月号掲載)

（ ）書きは旧石橋町エリア人口

利
用
状
況

開館日数 278 275 251 280 281
R2 は 4/14～5/24 までコロナに伴う休館のため、

減

利用者数 371,174 29,164 8,452 12,982 ―

R2 は新型コロナ感染症に伴う休館のため、利用減

前年度比 100.2% 78.5％ 29.0％ 153.6％ ―

利用件数 2,974 2,703 941 1,496 ―

前年度比 104.6％ 90.9％ 34.8％ 159.0％ ―

コマ稼働率 51.0％ 46.8％ 17.8％ 25.4％ ―

事
業

講座日数 76 69 25 54 62
R2、3 は新型コロナ感染症に伴う講座中止のため

減参加者数 1,428 1,593 202 581 ―

公民館まつり 55 49 ― ― ―
参加団体数、当日の来館者人数

R2・3 は新型コロナ感染症のため中止参加者数 900 800 ― ― ―

自主サ

ークル

サークル数 55 52 46 47 47
４月当初(前年度３月許可数)

会員数計 684 602 520 530 522

令和 3年度方針

「下野市公民館振興計画」（第１次）の最終年度の企画事業として実施。

コロナ禍２年目となり、すべての事業で蜜を避けながら実施。

「下野市公民館振興計画」（第２次）による評価マニュアルの作成。

前年度改善事項

公民館振興計画事業の推進。

公民館講座の見直し（企画、募集方法、エール記載方法等）。

中止となった公民館まつりの代替事業の実施。

(石橋公民館)



施

設

開館年度 Ｓ54年度（築 42年） 職員数 3名（内訳）館長（再任用）1名 社会教育指導員（会計年度任用）2名

構 造 鉄筋コンクリート一部鉄骨造 2階建 延床面積 1950.68 ㎡ 敷地面積 3967.39 ㎡

室 名 ■大ホール ■調理室 ■視聴覚室 ■工芸室 ■和室（桜・藤） ■会議室(101・102・103・104・201)

【単位：円】
Ｈ30年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度

備考
決算額 予算額

収
入

施設使用料 245,390 502,830 407,140 480,380 480,000 備品、土地改良使用料含む

R1 は H30 改修工事に伴う休館のため、前

年比増前年度比 38.7％ 204.9％ 81.0％ 118.0％ ―

コピー・印刷代 35,197 47,048 46,359 285,882 96,000 生涯学習文化課収入

R3 生涯学習情報センター移転のため、増

前年度比 61.4％ 133.7％ 97.6％ 616.7％ ―

その他 270,395 283,393 312,981 17,530 1,000 施設使用料

自動販売機設置料、電気代（R3 なし）

H30 は H29 修工事に伴う業者負担電気料

納付のため、前年比減
前年度比 49.7％ 104.8％ 110.4％ 5.6％ ―

計 550,982 833,271 766,480 783,792 577,000

支
出

講座・事業費 504,350 623,977 112,580 574,348 563,000 講座・まつり経費

維持管理費 9,993,666 8,895,361 10,060,565 12,876,565 14,450,000
夜間・休日管理者(シルバー)１名

委託料、光熱水費、消耗品費、燃料費等

事務費
人件費 0 0 0 0 0 国分寺公民館にて計上

その他 235,363 217,359 217,359 232,840 258,000 保険料、消耗品費等

計 10,733,379 9,958,294 10,390,504 13,775,053 15,271,000

前年度比 75.9％ 92.8％ 104.3％ 132.6％ ―

営繕・備品費 150,504,080 0 242,000 91,300 9,000
H30 大規模改修工事

R2 体表面温度計、R3.R4 消火器

利
用
状
況
等

指 標 名 実績値 目標値 備考

人口（地区）
60,084

(19,807)

59,981

(19,794)

60,062

(19,760)

60,053

(19,762)

59,929

(19,783)

年度当初 4月 1日現在(広報 5月号掲載)
（ ）書きは旧南河内町エリア人口

利
用
状
況

開館日数 114 275 251 280 281
H30 は 6～12 月改修工事、R2 は 4/14～
5/24 までコロナに伴う休館のため、減

利用者数 6,136 24,884 8,437 9,015 ―

H29～30 は大規模改修工事、R2 は新型コ

ロナ感染症に伴う休館のため利用減

前年度比 24.3％ 405.5％ 33.9％ 106.9％ ―

利用件数 382 1,118 761 1,460 ―

前年度比 27.6％ 292.7％ 68.1％ 191.9％ ―

コマ稼働率 5.1％ 12.8％ 9.2％ 15.8％ ―

事
業

講座日数 63 71 13 63 70
R２、３は新型コロナ感染症に伴う講座

中止のため減
参加者数 1,692 1,418 229 839 ―

公民館まつり 30 29 0 10 ― 参加団体数 当日の来館者人数

R2、R3 は新型コロナ感染症のため中止

R3 は代替え事業参加団体及び会員数参加者数 500 879 0 200 ―

自主サ

ークル
サークル数 28 25 22 23 24

４月当初(前年度３月許可数)

会員数計 356 339 374 377 325

令和 3年度方針

「下野市公民館振興計画」（第１次）の最終年度の企画事業として実施。

コロナ禍２年目となり、すべての事業で蜜を避けながら実施。

「下野市公民館振興計画」（第２次）による評価マニュアルの作成。

前年度改善事項

公民館振興計画事業の推進

公民館講座の見直し（企画、募集方法、エール記載方法等）

中止となった公民館まつりの代替事業実施。

(南河内公民館)



施

設

開館年度 Ｈ6年度（築 27年） 職員数 ３名 （内訳）館長（再任用）１名 社会教育指導員（会計年度職員）２名

構 造 鉄筋コンクリート造２階建 延床面積 1232.50 ㎡ 敷地面積 1655.82 ㎡

室名 ■多目的ホール ■団体室 ■研修室 ■工作実習室 ■会議室 ■調理室 ■学習室 ■和室

【単位：円】
Ｈ30年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

備考
決算額 予算額

収
入

施設使用料 558,610 434,770 256,540 311,850 420,000 備品使用料含む

前年度比 118.4％ 77.8％ 59.0％ 121.6％ ―

コピー・印刷代 15,480 10,654 7,010 15,951 30,000 生涯学習文化課収入

前年度比 64.2％ 68.8％ 65.8％ 227.5％ ―

その他 91,657 86,852 91,282 0 0 施設使用料

入札不調により令和 3 年度から設置業者無し

のため、自動販売機設置料、自販機電気代等減前年度比 102.7％ 94.8％ 105.1％ 皆減 ―

計 665,747 532,276 354,832 327,801 450,000

支
出

講座・事業費 540,722 546,797 135,022 430,992 519,000 講座・まつり経費

維持管理費 5,658,241 5,873,772 4,875,683 5,209,635 6,174,000
夜間・休日管理者(シルバー)１名

委託料、光熱水費、消耗品費、燃料費等

事務費
人件費 0 0 0 0 0 国分寺公民館にて計上

その他 173,358 186,795 181,684 183,424 165,000 保険料、消耗品費等

計 6,372,321 6,607,364 5,192,389 5,824,051 6,858,000

前年度比 108.0％ 103.7％ 78.6％ 112.2％ ―

営繕・備品費 816,480 0 1,232,000 23,243,000 561,0000
R2 体表面温度計、防水工事設計業務委託等

R3 年度防水改修工事、R4 年度ワイヤレス設備

利
用
状
況
等

指標名 実績値 目標値 備考

人口（地区）
60,084

(19,807)

59,981

(19,794)

60,062

(19,760)

60,053

（19,762)

59,929

(19,783)

年度当初 4 月 1 日現在(広報 5 月号掲載)

（ ）書きは旧南河内町エリア人口

利
用
状
況

開館日数 278 275 251 280 281
R2は 4/14～5/24までコロナに伴う休館のため、

減

利用者数 13,065 13,049 4,216 5,561 ―

R2 は新型コロナ感染症に伴う休館のため、利用

減

前年度比 127.3％ 99.9％ 32.3％ 131.9％ ―

利用件数 994 973 464 606 ―

前年度比 105.0％ 97.9％ 47.69％ 130.6％ ―

コマ稼働率 14.9％ 14.7％ 7.7％ 9.0％ ―

事
業

講座日数 64 66 16 52 61
R2 は新型コロナ感染症に伴う講座中止のため、

減参加延人数 1,139 1,117 198 528 ―

公民館まつり 18 25 ― 11 ― 参加団体数 当日の来館者人数

R2、R3 は新型コロナ感染症のため中止

R3 は代替え事業参加団体及び会員数参加者数 700 750 ― 185 ―

自主サ

ークル

サークル数 25 28 28 26 26
４月当初(前年度３月許可数)

会員数計 254 308 308 326 304

令和３年度方針

「下野市公民館振興計画」（第１次）の最終年度の企画事業として実施。

コロナ禍２年目となり、すべての事業で蜜を避けながら実施。

「下野市公民館振興計画」（第２次）による評価マニュアルの作成。

前年度改善事項

公民館振興計画事業の推進。

公民館講座の見直し（企画、募集方法、エール記載方法等）。

中止となった公民館まつりの代替事業の実施。

(南河内東公民館)



全
体
評
価

大
項
目

国
石

南
東

中
項
目

国
石

南
東

小
項
目

国
石

南
東

【
Ⅰ
】

学
習
拠
点

と
し
て
の

公
民
館

Ａ
Ａ

A
Ａ

１
．
公
民
館
機
能
の
充
実

Ａ
Ａ

A
Ａ

ア
時
代
(世

代
)の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
務
め
、
家
庭
教
育
、
青
少
年
教
育
、
高
齢
者

教
育
な
ど
、各

年
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
た
魅
力
あ
る
講
座
を
実
施
し
ま

す
。

Ａ
Ａ

A
Ａ

イ
地
域
の
活
性
化
を
図
り
地
域
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、ま

ち
づ
く
り
の
担
い
手
や

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
目
的
と
し
た
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

Ａ
Ａ

A
Ｂ

ウ
世
代
間
交
流
を
促
進
す
る
講
座
の
開
催
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

Ｂ
Ａ

A
Ｂ

２
．
生
涯
学
習
活
動
の

場
の
提
供

Ａ
Ａ

Ａ
Ｂ

ア
生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動
の
中
心
と
し
て
、利

用
し
や
す
い
場
づ
く
り
に
務
め

ま
す
。

Ａ
Ａ

Ａ
Ｂ

イ
す
べ
て
の
方
が
い
つ
で
も
気
軽
に
活
動
で
き
、
人
が
集
ま
る
公
民
館
と
し
て
、

開
か
れ
た
学
習
機
会
・
場
を
提
供
し
ま
す
。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

３
．
学
習
情
報
の
提
供
と

学
習
相
談
体
制
の

充
実

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

ア
す
べ
て
の
方
へ
の
学
習
情
報
提
供
や
学
習
相
談
窓
口
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

Ａ
A

A
Ａ

イ
情
報
の
収
集
・
掲
示
、
資
料
の
提
供
機
能
の
充
実
を
図
り
、
意
見
交
換
な
ど
が

で
き
る
自
由
な
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ

【
Ⅱ
】

活
動
拠
点

と
し
て
の

公
民
館

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ

１
．
利
用
団
体
の
育
成
・

活
動
支
援

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

ア
公
民
館
講
座
な
ど
の
受
講
生
の
自
主
グ
ル
ー
プ
化
へ
の
移
行
を
促
す
た
め
の

育
成
支
援
や
、
利
用
団
体
の
自
主
サ
ー
ク
ル
化
を
支
援
し
ま
す
。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

イ
地
域
の
自
治
会
や
PT
A、

育
成
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
市
民
団
体
が
積

極
的
に
公
民
館
を
利
用
す
る
よ
う
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ａ

ウ
各
公
民
館
の
活
動
団
体
(自

主
サ
ー
ク
ル
、
自
主
グ
ル
ー
プ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
)が

気
軽
に
交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

C
Ｂ

２
．
学
習
成
果
の
発
表
の

場
の
提
供

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ

ア
自
主
グ
ル
ー
プ
や
公
民
館
利
用
者
等
が
学
習
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
、公

民
館
ま
つ
り
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
各
世
代
が
参
加
・
見
学
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
運
営
体
制
づ
く
り
、
PR

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

イ
自
主
グ
ル
ー
プ
や
公
民
館
利
用
者
等
の
学
習
成
果
の
館
内
発
表
の
場
を
常
時

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
だ
け
で
な
く
、
他
施
設
で
の
発
表
活
動
の
相
談
に

積
極
的
に
応
じ
ま
す
。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

４
．

総
合

評
価



【
Ⅲ
】

協
働
の
ま

ち
づ
く
り

の
拠
点
と

し
て
の

公
民
館

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

１
.利

用
団
体
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
画
支
援

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

ア
利
用
者
が
学
び
を
活
か
し
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

イ
利
用
者
と
の
協
働
に
よ
る
公
民
館
運
営
を
目
指
し
、
自
主
企
画
講
座
・
自
発
的

な
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

２
．学

校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
支
援

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

ア
学
校
・
家
庭
・
地
域
住
民
が
地
域
課
題
に
つ
い
て
語
り
合
え
る
環
境
を
作
る

と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
に
務
め
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

イ
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
形
成
に
務
め
ま

す
。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

ウ
各
種
指
導
者
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発
掘
と
養
成
に
務
め
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
人
材
同
士
が
つ
な
が
り
あ
い
、
情
報
を
共
有
で
き
る
場
を
支
援
し

ま
す
。

Ｂ
C

Ｂ
Ｂ

エ
各
種
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
地
域
の
連
帯
感
を
育
む
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

３
.多

文
化
共
生
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
支
援

Ｂ
Ｂ

Ｂ
C

ア
異
文
化
理
解
の
た
め
の
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
外
国
籍
・
障
が
い
の
有
無・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
方
が
生
き
生
き
と
学
び
に
参
画

で
き
る
よ
う
務
め
ま
す
。

Ａ
Ｂ

Ｂ
C

イ
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
務
め
、
国
際
交
流
協
会
等
の
事
業
に
積
極
的

に
協
力
し
ま
す
。

C
Ｂ

Ｂ
C

【
Ⅳ
】

地
域
文
化

創
生
拠
点

と
し
て
の

公
民
館

Ａ
A

Ａ
Ａ

１
．
公
民
館
・
生
涯
学
習

情
報
の
発
信

Ａ
A

Ａ
Ｂ

ア
公
民
館
事
業
の
紹
介
や
活
動
団
体
の
PR

等
を
す
る
た
め
、
公
民
館
だ
よ
り
の

発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

イ
学
習
情
報
等
の
す
べ
て
の
方
へ
の
周
知
徹
底
に
務
め
、
よ
り
良
い
情
報
誌
の

作
成
・
配
布
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

２
．
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た

活
動
の
充
実

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

ア
文
化
遺
産
な
ど
の
地
域
資
質
を
活
か
し
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
て
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

Ａ
A

Ａ
Ａ

イ
各
館
の
地
域
性
や
地
域
人
材
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
活
動
を
展
開
し
、地

域
文

化
を
育
み
継
承
し
ま
す
。

Ａ
A

Ａ
Ａ

ウ
地
元
企
業
等
を
巻
き
込
ん
だ
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
な
が
る
講
座
を
提
供

し
ま
す
。

C
Ｂ

C
Ｂ



大
項
目

国
石

南
東

中
項
目

国
石

南
東

小
項
目

国
石

南
東

３
．
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
と
運
営

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

ア
利
用
者
の
安
全
性
・
快
適
性
に
配
慮
し
、
快
適
な
学
習
環
境
の
整
備
と
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

イ
長
期
的
に
は
、
公
民
館
に
求
め
ら
れ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
た
規
模
・
機
能

を
踏
ま
え
、
他
の
公
共
施
設
と
の
調
整
を
図
り
、
計
画
的
な
施
設
整
備
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ

ウ
職
員
の
資
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、公

民
館
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
外
部
評

価
を
実
施
し
、
PD

CA
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
よ
り
良
い
公
民
館
づ
く
り
に
務
め
ま

す
。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ



５
.

総
評

(国
分

寺
公

民
館
)

外
部

評
価

大
項
目

大
項

目
に
関

す
る

意
見
(
各

項
目

ご
と

)

公
民
館

運
営

審
議

会

【
Ⅰ
】
学

習
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
概
ね

達
成

で
き

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
定

員
オ

ー
バ

ー
の

講
座

が
あ

る
の

は
、

企
画

の
勝

利
と

考
え

ま
す

。
年

齢
層

に
よ

っ
て

企
画

が
難

し
い

と
思

い
ま

す
が

、
今

後
も

良
い

企
画

を
期

待
し

ま
す

。

・
コ
ロ

ナ
禍
の

中
で

の
、
新
た

な
企

画
に

苦
労

が
伺

え
ま

す
。
せ

っ
か

く
企

画
し

た
に

も
か

か
わ

ら
ず
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

予
防

の
た

め
に

講
座

が
中

止
と

な
り
、
残

念
で
す
。
若
年

層
の

参
加

者
を

増
や

し
て

い
く

方
法

を
考

え
て

い
っ

て
ほ

し
い

と

思
い

ま
す

。

【
Ⅱ
】
活

動
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
新
た

な
サ

ー
ク

ル
、

会
員

が
増

え
な

か
っ

た
と

の
事

で
あ

る
が

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

中
止

せ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
事

も
あ

り
、

や
む

を
得

な
い

と
思

い
ま

す
。
ま
た

、
自

主
サ

ー
ク

ル
や

公
民

館
利

用
者

等
が

日
ご

ろ
の

学
習

の
成

果
を

発
表

で
き

る
場

と
し

公

民
館

ま
つ

り
が

あ
る

が
、
コ
ロ

ナ
感

染
防

止
の

た
め
中

止
と

な
り
、
活
動

拠
点

と
し

て
の

成
果

が
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
は

と

て
も

残
念

に
思

い
ま

す
が

、
代

替
え

事
業

と
し

て
、

写
真

や
動

画
に

よ
る

活
動

風
景

の
紹

介
は

、
と

て
も

良
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

今
後

も
活

動
拠

点
と

し
て

、
団

体
や

サ
ー

ク
ル

の
活

動
支

援
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

【
Ⅲ
】
協

働
の
ま

ち
づ

く
り
の
拠

点

と
し

て
の

公
民
館

・
ま

つ
り

を
通

し
て

の
交

流
の

効
果

が
大

き
か

っ
た

だ
け

に
、
淋
し

く
思

い
ま

す
。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
も

ほ
と

ん
ど

で
き

な
く

な

り
、
人
々

の
交

流
が

途
絶

え
て

し
ま

っ
た

感
が

あ
り
ま

す
。
で

き
る

だ
け

早
く

交
流

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
と

思
い

ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

で
、
成
果

発
表

の
場
、
公
民

館
ま

つ
り

が
中

止
に

な
り

、
サ

ー
ク

ル
間

の
交

流
が

出
来

な
か

っ
た

こ
と

は
残

念
で

す
が

、

ロ
ビ

ー
等

に
あ

る
椅

子
、

テ
ー

ブ
ル

が
配

置
さ

れ
、

会
員

同
士

の
談

話
が

弾
み

、
利

用
し

や
す

く
な

っ
た

と
感

じ
ま

す
。

【
Ⅳ
】
地

域
文
化

創
生

拠
点

と
し

て
の

公
民
館

・
小
中

学
校
と

連
携

し
た

事
業

を
実

施
し

て
い

ま
す

の
で
、
こ

れ
を

発
展

さ
せ

、
継
続

し
て

い
っ

て
欲

し
い

で
す
。
児

童
生

徒
の

作

品
な

ど
を

展
示

し
て

い
た

だ
く

こ
と

で
も

、
子

供
に

と
っ

て
励

み
に

な
る

の
で

、
実

施
し

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

・
国
分

寺
は
歴

史
や

地
域

資
源
、
伝

統
芸

能
の

宝
庫

で
あ

る
の

で
、
し

も
つ

け
風

土
記

の
丘

資
料

館
等

と
連

携
し
、
地

域
文

化
の

継

承
に

務
め

て
い

た
た

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

【
全

体
に

関
す

る
意
見

等
】

・
コ

ロ
ナ

の
影

響
を

受
け
続

け
た

年
に

な
り

ま
し

た
。

講
座

の
中

止
が

あ
っ
た

り
サ

ー
ク

ル
活

動
が

弱
く

な
っ

た
の

は
残

念
で

す
。

今
後

は
コ

ロ
ナ

を
気

に
せ
ず

に
活

動
す
る

方
た

ち
が

増
え

て
く
る

と
思

い
ま

す
。
感
染

予
防

を
呼

び
か

け
な

が
ら

活
動

を
促

し
て

く
だ

さ
い

。
苦
し

い
中
、
で
き

る
だ

け
安
心

し
て

公
民

館
を

利
用

で
き

る
よ

う
、
努

力
を

し
て

く
だ

さ
り

あ
り

が
と

う

ご
ざ
い

ま
し

た
。

・
公

民
館

の
中

心
的

立
場
で

の
仕

事
と

併
せ

て
事

業
を

実
施

し
て

い
る

の
は
大

変
と

思
い

ま
す

。
常

に
、

４
館

連
携

し
て

の
情

報
交

換
・

研
修

会
等

を
実

施
し
、

共
通

理
解
を

図
れ

る
よ

う
中

心
に
な

っ
て

進
め

て
欲

し
い

で
す

。

・
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

防
止
の

た
め

の
自

粛
に

よ
り

、
中

止
と

な
っ

た
講

座
、
サ

ー
ク

ル
も

あ
り

、
拠

点
と

し
て

の
公

民
館

機
能

を
十

分
発

揮
で

き
な

か
っ

た
の
で

は
な

い
か
と

思
い

ま
す

が
、

公
民
館

や
、

生
涯

学
習

情
報

の
発

信
、

ま
た

、
施

設
の

適
正

な
維

持
管
理

と
運

営
に

つ
い

て
は

、
高

い
評

価
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

館
長

ほ
か

、
指

導
員

の
努

力
の

結
果

だ
と

思
い

ま
す

。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
各

種
事

業
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
ス
タ

ッ
フ

の
努

力
と

創
意

工
夫

の
成

果
だ

と
思

い
ま

す
。

多
い

に
評

価
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
を

注
視

し
な

が
ら

、
よ

り
良

い
活

動
の

企
画

を
お
願

い
い

た
し

ま
す

。



(石
橋

公
民
館
)

外
部

評
価

大
項
目

大
項

目
に
関

す
る

意
見
(
各

項
目

ご
と

)

公
民
館

運
営

審
議

会

【
Ⅰ
】
学

習
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
概
ね

達
成

で
き

た
と

思
い

ま
す
。
地
域

に
密

着
し

た
講

座
、
家

庭
教

育
講

座
は

、
企

画
の

勝
利

で
す
。
長
く

続
け

て
欲

し
い

で
す

。

・
家

庭
教

育
講

座
は
、
会
場

を
変

え
て

実
施

し
た

こ
と
が

大
変

良
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。
他

の
公

民
館

で
も

参
考

に
し

て
企

画
に

繋

げ
て

欲
し

い
で

す
。

・
PT

A
活
動

や
育

成
会

活
動

が
低

迷
す

る
中

、
就

学
前

の
保

護
者

同
士
の

つ
な

が
り

を
持

た
せ

る
マ

マ
ナ

ビ
講

座
は
、

石
橋

地
内

の
小

学
校

ば
か

り
で

な
く
、
国

分
寺

、
南

河
内

地
内

の
小

学
校

に
も

広
げ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
特
に

南
河

内
地

内
に

お
い

て

は
、

南
河

内
小

中
学

校
と

な
り

、
就

学
前

の
保

護
者

は
大

変
不

安
を

抱
え

て

い
る

と
思

う
の

で
、

行
政

等
と

の
連

携
を

密
に

し
て

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

【
Ⅱ
】
活

動
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
１

２
月

に
オ

ー
プ

ン
す

る
石

橋
複

合
施

設
は

、
多

く
の

団
体

や
サ

ー
ク

ル
の

活
動

拠
点

と
し

て
、

ま
た

、
情

報
発

信
基

地
と

し

て
、

大
い

に
利

用
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

・
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
も

あ
り

、
自

主
サ

ー
ク

ル
の

活
動

を
維

持
し

て
い

く
の

が
難

し
く

な
り

ま
し

た
。

こ
の

2
年

間
で

活
動

を

中
止

し
た

り
回

数
を

減
ら

し
た

た
め

、
会

員
が

減
少

し
て

き
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

【
Ⅲ
】
協

働
の
ま

ち
づ

く
り
の
拠

点

と
し

て
の

公
民
館

・
公
民

館
ま
つ

り
が

中
止

に
な

り
、
サ
ー

ク
ル

間
の

交
流

が
出

来
な

か
っ

た
こ

と
は

、
コ
ロ

ナ
禍

で
仕

方
が

な
い

と
思

い
ま

す
。
自

治
会

に
出

向
い

て
の

出
張

講
座
、「

ご
近
所

元
気

あ
っ

ぷ
」
は
、
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
、
興
味

が
あ

る
よ

う
に

推
察

す
る

が
、
コ

ロ
ナ

禍
で

申
し

込
み

が
少

な
か

っ
た

よ
う

に
思

い
ま

す
。
是
非

、
来

年
も

継
続

し
、
協
働

の
ま

ち
づ

く
り

の
拠

点
と

し
て

の
公

民

館
を

目
指

し
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

・「
20
21

ス
ペ
シ

ャ
ル

ス
ポ

ー
ツ

企
画
・
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

＆
栃

木
国

体
を

１
０

倍
楽

し
も

う
」
の

講
座

で
、
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
通

じ

て
「

多
文

化
共

生
」
の
講

座
を

開
設

さ
れ

ま
し

た
が
、
コ

ロ
ナ

禍
で

中
止

と
な

っ
た

こ
と

は
残
念

で
し

た
。
今

後
も

第
二

次
下

野

市
公

民
館

振
興

計
画

の
項

目
で

あ
る

多
文

化
共

生
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
の

講
座

を
企

画
し

て
下

さ
い

。

【
Ⅳ
】
地

域
文
化

創
生

拠
点

と
し

て
の

公
民
館

・
概
ね

達
成
で

き
た

と
思

い
ま

す
。
地
域

の
方

を
講

師
に

迎
え

る
こ

と
は

、
受
講

生
に

と
っ

て
も

馴
染

み
が

あ
り
、
素

晴
ら

し
い

試

み
と

考
え

ま
す

。
一

般
の

方
で

う
ず

も
れ

て
い

る
方

の
発

掘
を

期
待

し
ま

す
。

・
地
域

の
歴

史
や

文
化

を
伝

え
続

け
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

・
地
域

の
特

性
あ

る
講

座
の

企
画

が
あ

っ
た

こ
と

を
評

価
し

ま
す

。

【
全

体
に

関
す

る
意
見

等
】

・
建

て
替

え
前

後
の

施
設

の
中

に
お

い
て

、
で

き
る

こ
と

を
し

っ
か

り
対
応

し
て

お
り

、
良

好
だ

と
思

い
ま

す
。

・
今

回
雨

漏
り

で
の

対
応

が
大

変
て

し
た

。
新
年

度
、
新
し

い
施

設
が

出
来

る
に

あ
た

り
、
こ

の
移

動
な

ど
で
、
ま

た
、
大
変

な
時

期
に

な
る

こ
と

と
思

い
ま

す
。
他
の

職
員

の
協

力
を

得
な

が

ら
進
め

て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。

・
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
中
止

に
追

い
込

ま
れ

た
事

業
や

活
動

が
多

く
あ

る
た

め
、
公

民
館

が
果

た
す

べ
き

役
割

の
重

要
性

が
、
令

和
２

年
度

評
価

よ
り
、
少
し

劣
っ

て
い

る
の

は
や

む

を
得
な

い
こ

と
と

思
い

ま
す

。
し

か
し
、
公
民

館
、
生
涯

学
習

情
報

の
発

信
や

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

(
古
い

建
物

に
か

か
わ

ら
ず

)と
運
営

に
つ

い
て

は
、
高
評

価
に

な
り

ま
す
。
館
長

ほ

か
、
職

員
の

努
力

の
結

果
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。



(南
河

内
公
民
館
)

外
部

評
価

大
項
目

大
項

目
に
関

す
る

意
見
(
各

項
目

ご
と

)

公
民
館

運
営

審
議

会

【
Ⅰ
】
学

習
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
コ
ロ

ナ
感
染

症
予

防
に

留
意

さ
れ
、
毎

回
欠

席
者

も
な

く
実

施
で

き
た

講
座

、
夜
間

に
実

施
し

た
講

座
、
ユ
ニ

ー
ク

な
美

と
健

康

の
講

座
な

ど
、
工
夫

さ
れ

た
姿

が
伺

え
る

講
座

が
あ

り
、
ま
た

、
自
主

サ
ー

ク
ル

へ
移

行
し

た
講

座
も

あ
り
、
高

く
評

価
し

ま
す

。

・
情
報

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
他

の
公

民
館

へ
も

情
報

を
流

し
、

事
業

展
開

に
繋

げ
て

く
だ

さ
い

。

・
コ

ロ
ナ

禍
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
多

く
の

受
講

希
望

者
が

あ
り

ま
し

た
。

各
年

代
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

沿
っ

た
講

座
が

実
施

さ

れ
、
教
育

に
関

す
る

高
さ

が
見

て
取

れ
、
学
習

拠
点
と

し
て

の
公

民
館

の
成

果
が

認
め

ら
れ

ま
す
。
ま

た
、
ロ

ビ
ー

も
多

く
の

方

が
利

用
し

て
い

る
様

子
。
サ
ー

ク
ル

活
動

状
況

及
び
下

野
市

美
術

家
協

会
に

よ
る

展
示

等
、
ロ

ビ
ー

の
提

供
は

拠
点

と
し

て
の

成

果
が

大
き

い
と

思
い

ま
す

。

【
Ⅱ
】
活

動
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
サ

ー
ク

ル
に

よ
っ

て
は

活
動

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。
一
度

長
期

休
み

に
入

っ
た

サ
ー

ク
ル

は
、
再

活
動

す

る
こ

と
が

困
難

だ
と

思
い

ま
す

。
再

編
成

な
ど

を
促

す
こ

と
な

ど
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。

・
発

表
の

場
と

し
て

ロ
ビ

ー
を

活
用

し
て

い
る

こ
と

は
良

い
事

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
他

子
ど

も
た

ち
が

ロ
ビ

ー
を

使
っ

て
勉

強

し
て

い
る

の
を

見
る

と
、

環
境

が
良

い
の

だ
と

感
じ

ま
す

。

・
公
民

館
ま

つ
り

が
コ

ロ
ナ

禍
で

中
止

に
な

り
、
サ

ー
ク

ル
間

の
交

流
、
学

習
の

成
果

発
表

の
場

が
無

く
な

っ
た

こ
と

に
対

し
て

、

写
真

展
示

や
動

画
代

替
え

事
業

が
行

わ
れ

ま
し

た
。
良

い
企

画
だ

と
思

い
ま

す
。
ロ

ビ
ー

は
広

く
多

く
の

市
民

が
憩

え
る

空
間

で

あ
り
、
市

民
団

体
や

サ
ー

ク
ル

情
報

交
換

の
場

所
で

あ
り
、
活

動
拠

点
と

し
て

多
く

の
方

に
利

用
し

て
頂

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

【
Ⅲ
】
協

働
の
ま

ち
づ

く
り
の
拠

点

と
し

て
の

公
民
館

・
達
成

で
き

な
か

っ
た

点
が

あ
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
南
河

内
中

学
校

と
連

携
で

き
た

こ
と

は
、
時

期
的

に
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。

人
材

発
掘

は
な

か
な

か
難

し
い

と
思

い
ま

す
が

、
頑

張
っ

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

・
南
河

内
中
学

校
生

徒
に

よ
る

天
然

記
念

物
「

ト
ウ

サ
ワ

ト
ラ

ノ
オ

」
の
学

習
結

果
が

発
表

さ
れ

た
こ

と
は
、
と

て
も

良
か

っ
た

で

す
。
生
徒

に
と

っ
て

も
と

て
も

励
み

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
今

後
、
新
し

く
開

校
し

た
南

河
内

小
中

学
校

の
授

業
の

成
果

が
期

待

さ
れ

る
と

こ
ろ

で
す

。
新

し
い

取
り

組
み

等
、

紹
介

を
お

願
い

し
ま

す
。

【
Ⅳ
】
地

域
文
化

創
生

拠
点

と
し

て
の

公
民
館

・
コ

ロ
ナ

の
影

響
で
、
公
民

館
の

見
直

し
が

必
要

に
な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す
。
地
元

の
産

業
や

企
業

な
ど

の
方

た
ち

と
の

繋
が

り

を
強

め
、

地
域

を
知

る
活

動
を

広
げ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

・
ロ
ビ

ー
の

机
に

は
照

明
ス

タ
ン

ド
が

設
置

さ
れ

、
学
生

た
ち

の
学

習
に

利
用

さ
れ

て
お

り
、
環

境
整

備
に

務
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

玄
関

前
の

花
壇

等
も

き
れ

い
に

整
備

さ
れ

、
公

民
館

を
訪

れ
る

市
民

の
憩

い
の

場
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

・
公
民

館
だ
よ

り
を

定
期

的
に

発
行
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

講
座

情
報

、
公
民

館
情

報
等

は
、
有
意

義
な

市
民

へ
の

発
信

で

す
。
施
設

整
備

や
環

境
整

備
等

に
も

力
を

注
ぎ
、
利
用

者
が

気
軽

に
立

ち
寄

り
、
ロ

ビ
ー

の
交
流

ス
ペ

ー
ス

の
利

用
も

多
く
、
明

る
い

雰
囲

気
づ

く
り

を
心

が
け

て
い

る
と

の
事

。
職

員
の

資
質

向
上

も
伺

え
ま

す
。

【
全

体
に

関
す

る
意
見

等
】

・
利

用
し

や
す

い
公

民
館

だ
と

思
い
ま

す
。
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

様
々

な
活

動
が

以
前

の
よ

う
に

戻
る

に
は

時
間

が
か

か
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。
い

ろ
い

ろ
見

直
し
、
新
し

い
取

り
組

み
を

す
る

必

要
が
あ

る
で

し
ょ

う
。

大
変

で
す

が
頑

張
っ

て
く

だ
さ

い
。

い
つ

も
明
る

く
接

し
て

く
だ

さ
り

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

・
他

の
公

民
館

と
異

な
り

入
館

し
に

く
い

面
が

あ
る

が
、

施
設

内
は

市
民
第

一
に

考
え

た
内

容
で

、
職

員
も

積
極

的
に

執
務

室
か

ら
出

て
き

て
対

応
す

る
な

ど
、

良
好

と
思

い
ま

す
。

・
公

民
館

内
ば

か
り

で
な

く
、
花
壇

の
整

備
な

ど
に

力
を

入
れ

て
い

ま
す
。
利

用
者

に
と

っ
て

は
、
清

々
し

い
気

持
ち

に
な

れ
る

の
で

、
こ

の
良

い
環

境
作

り
を

続
け

て
欲

し
い

で
す

。
花
壇

の

花
植
え

な
ど

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

協
力

い
た

だ
け

る
と

、
よ

り
一

層
活
動

の
場

が
広

が
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
各

種
事

業
が

実
施

さ
れ

ま
し

た
。
ス

タ
ッ

フ
の

努
力

と
創

意
工

夫
の

成
果

だ
と

思
い

ま
す

。
多

い
に

評
価

し
た

い
と

思
い

ま
す

。



(南
河

内
東

公
民
館
)

外
部

評
価

大
項
目

大
項

目
に
関

す
る

意
見
(
各

項
目

ご
と

)

公
民
館

運
営

審
議

会

【
Ⅰ
】
学

習
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り
「

デ
ジ

タ
ル

化
」
は

益
々

加
速

し
、
特
に

高
齢

者
に

と
っ

て
は

、
ス
マ

ホ
の

使
い

方
を

学
習

す
る

機
会

が
必

要

と
な

る
ば

か
り

で
す
。
そ

ん
な

中
、
ス
マ

ホ
講

座
は

非
常

に
関

心
の

高
い

講
座

と
な

っ
て

い
る

の
が

伺
え

ま
す

。
こ

の
様

な
こ

と

か
ら

、
今

後
も

ス
マ

ホ
講

座
を

継
続

し
て

実
施

し
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

・
吉
田

地
区
の

自
然

を
活

用
し

た
、
他
に

な
い

事
業

の
展

開
が

あ
り

ま
す

。
親
子

で
の

パ
ン

作
り

は
定

着
し

て
い

る
の

で
、
引
き

続

き
継

続
し

て
実

施
し

て
欲

し
い

で
す

。

・
コ
ロ

ナ
感
染

対
策

に
よ

り
中

止
に

な
っ

た
講

座
は
、
比

較
的

少
な

い
と

思
い

ま
す

。
学
習

拠
点

と
し

て
の

役
割

は
、
お
お

む
ね

達

成
出

来
た

と
考

え
ま

す
。
そ
ん

な
中

、
講

座
か

ら
自

主
サ

ー
ク

ル
に

発
展

し
た

も
の

が
あ

っ
た

と
い

う
こ

と
は

、
特

段
の

成
果

が

認
め

ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
ロ
ビ

ー
の

展
示

パ
ネ

ル
等

に
よ

り
、
学

習
や

イ
ベ

ン
ト

情
報

等
、
サ

ー
ク

ル
紹

介
の

提
供

は
、
学
習

拠

点
と

し
て

の
公

民
館

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
良

い
企

画
だ

と
思

い
ま

す
。

【
Ⅱ
】
活

動
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
活

動
成

果
の

発
表

の
場

が
な

い
中

、
活

動
状

況
の

紹
介

・
展

示
等

が
出

来
、

来
場

者
に

喜
ん

で
い

た
だ

い
て

い
る

よ
う

で
す

の

で
、

継
続

実
施

を
お

願
い

し
ま

す
。

・
自
主

サ
ー
ク

ル
が

増
え

な
い

と
の

こ
と

で
す

が
、
講
座

か
ら

の
発

展
が

あ
り

ま
し

た
。
自

主
サ

ー
ク

ル
等
、
日

ご
ろ

の
活

動
成

果

を
発

表
す

る
場

で
あ

る
、
公
民

館
ま

つ
り

が
、
コ
ロ

ナ
の

関
係

で
昨

年
に

続
き
、
中

止
に

な
っ

た
こ

と
は

、
と

て
も

残
念

で
す

。

利
用

者
の

活
動

意
欲

を
促

進
す

る
イ

ベ
ン

ト
だ

と
思

い
ま

す
が

、
活
動

拠
点

と
し

て
の

役
割

が
達

成
で

き
な

か
っ

た
こ

と
は
、
や

む
を

得
な

い
こ

と
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

【
Ⅲ

】
協

働
の
ま
ち

づ
く
り

の
拠
点

と

し
て

の
公
民

館

・
令
和

４
年

度
は

吉
田

東
小

が
廃

校
と

な
り

、
南
河

内
小

中
学

校
に

関
す

る
講

座
を

実
施

す
る

予
定

と
の

事
、
期

待
し

て
い

ま
す

。

ま
た

、
吉

田
東

小
の

跡
地

を
有

効
利

用
し

講
座

に
取
り

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

・
公

民
館

利
用

者
な

ど
、
学

校
行

事
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
参

加
を

促
進

す
る

に
は

、
学
校
、
家

庭
、
地

域
が

課
題

や
情

報
を

共

有
で

き
る

体
制

を
整

え
る

こ
と

が
重

要
だ

と
思

い
ま

す
。
地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
、
リ
ー

ダ
ー

発
掘
、
育

成
を

行
い
、
ま
ち

づ

く
り

の
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

期
待

し
ま

す
。

【
Ⅳ

】
地

域
文

化
創

生
拠

点
と

し
て

の

公
民
館

・
館

の
特

色
を

活
か

し
た

講
座

が
で

き
る

こ
と

は
素

晴
ら

し
い

で
す

。
館

内
の

展
示

も
楽

し
め

る
も

の
に

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま

す
。

・
公

民
館

だ
よ

り
を

定
期

的
に

発
行
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

掲
載

す
る

講
座

情
報
、
公
民

館
情

報
等

の
市

民
へ

の
発

信
は

有
意

義
だ

と

思
い

ま
す
。
特
に
、
歴
史

や
地

域
資

源
、
伝
統

工
芸
品

な
ど
、
魅

力
を

伝
え

、
地
域

文
化

と
し

て
未

来
に

継
承

し
て

い
っ

て
い

た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。

【
全

体
に

関
す

る
意
見

等
】

・
コ

ロ
ナ

の
影

響
が

長
引

い
て

い
る
た

め
、
公

民
館

を
利

用
す

る
人

が
減

少
し

て
い

る
の

は
残

念
で

す
。
色

々
な

年
代

の
人

が
安

心
し

て
集

ま
れ

る
日

が
来

る
よ

う
願

っ
て

い
ま

す
。
雨

漏
り

が

し
た
り

駐
車

場
が

狭
い

な
ど

、
デ

メ
リ

ッ
ト

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
調
理

室
が

充
実

し
て

い
た

り
、
活

動
し

や
す
い

公
民

館
で

す
。
今

後
も

皆
さ

ん
が

笑
顔

に
な

り
楽

し
く

活
動

で
き

る
場

所

を
守
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
南

河
内

東
公

民
館

は
、
下
野

市
東
部

方
面

に
あ

り
、
学
習

、
活
動
、
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
、
地
域

文
化

創
生

拠
点

と
し

て
の

役
割

は
大

き
い

と
思

い
ま

す
。
今
年

は
コ

ロ
ナ

で
思

う
よ

う
な

活

動
が
で

き
な

か
っ

た
と

思
う

の
て

、
コ

ロ
ナ

が
終

息
し

た
後

は
、

よ
り
今

ま
で

以
上

の
機

能
が

果
た

せ
る

よ
う

、
期

待
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
緊

急
事

態
宣

言
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

講
座

は
や

む
を

得
な

い
が

、
受
講

生
が

集
ま

ら
な

か
っ

た
た

め
中

止
と

な
っ

た
講

座
が

2
つ

も
あ

る
こ

と
は

残
念

で
す

。
今

後
は

講
座

等
の

内
容

を
良
く

検
証

し
工

夫
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

企
画

者
と

実
務
担

当
者

が
違

っ
て

い
る

こ
と

も
原

因
に

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？



(全
公

民
館
共
通
)

外
部

評
価

大
項
目

大
項

目
に
関

す
る

意
見
(
各

項
目

ご
と

)

公
民
館

運
営

審
議

会

【
Ⅰ
】
学

習
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
中

止
に

な
っ

た
講

座
が

あ
っ

た
の

は
残

念
で

し
た

が
、
開
か

れ
た

講
座

で
は

感
染

の
な

い
よ

う
心

配
り

を
さ

れ
、
皆

さ
ん

が
安

心

し
て

楽
し

く
参

加
さ

れ
て

い
て

良
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

・
令

和
３

年
度

も
度

重
な

る
ま

ん
延

防
止

重
点

措
置

や
緊

急
事

態
宣

言
が

発
令

さ
れ

る
中

、
講

座
実

施
の

方
法

や
日

程
等

の
工

夫

を
さ

れ
た

姿
が

伺
え

ま
し

た
。

【
Ⅱ
】
活

動
拠
点

と
し

て
の
公
民

館

・
長
引

く
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

人
々

の
動

き
が

鈍
く

な
っ

た
の

は
仕

方
が

な
い

と
思

い
ま

す
。

・
公

民
館

ま
つ

り
が

中
止

と
な

り
、

代
替

事
業

と
し

て
写

真
や

動
画

に
よ

る
活

動
風

景
を

発
信

さ
れ

た
事

は
今

後
も

リ
バ

ウ
ン

ド

す
る

か
も

し
れ

な
い

コ
ロ

ナ
禍

な
の

で
、

大
変

良
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

【
Ⅲ

】
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
の

拠
点

と

し
て
の
公

民
館

・
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

人
々

の
動

き
が

鈍
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

再
び

活
発

に
な

る
た

め
に

は
工

夫
と

努
力

が
必

要
に

な
っ

て

い
ま

す
。

人
々

の
集

ま
り

や
す

い
場

所
と

し
て

の
公

民
館

で
あ

り
続

け
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

・
異
文

化
共
生

に
よ

る
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
参

画
は
、
ま

だ
計

画
は

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
国
際

交
流

員
の

情
報

を
集

め
て
、
少

し

ず
つ

ス
タ

ー
ト

す
る

こ
と

で
良

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

【
Ⅳ

】
地

域
文

化
創

生
拠

点
と

し
て

の

公
民
館

・
下

野
市

に
は

歴
史

的
に

貴
重

な
文

化
財

が
あ

り
、
そ
れ

ら
を

伝
え

ら
れ

る
人

材
が

あ
る

の
で
、
今
後

も
講

座
等

で
伝

え
て

い
っ

て

く
だ

さ
い

。
地

域
の

良
い

と
こ

ろ
を

ど
ん

ど
ん

伝
え

る
活

動
を

お
願

い
し

ま
す

。

・
公
民

館
だ

よ
り
、
年
４

回
(臨

時
号
＋

１
号
)の

発
行
、
環
境

整
備

と
し

て
館

内
の

清
掃

、
敷

地
内

禁
煙

を
実

施
し

て
い

ま
す
。
公

民
館

の
明

る
い

雰
囲

気
づ

く
り

に
務

め
、

職
員

研
修

を
実

施
、

資
質

向
上

に
務

め
て

い
る

姿
が

伺
え

ま
す

。

【
全

体
に

関
す

る
意
見

等
】

・
そ

れ
ぞ

れ
の

町
の

顔
で
あ

る
公

民
館

の
役

割
は

と
て

も
重

要
で

大
切

だ
と
思

い
ま

す
。

全
て

の
人

達
が

楽
し

く
学

び
、

交
流

で
き

る
場

と
し

て
関

係
者

各
位
の

御
尽

力
を
期

待
し

て
お

り
ま

す
。
各

公
民

館
が

町
の

個
性

を
重

ん
じ

、
学

習
し

て
い

け
る

講
座

開
設
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

・
４

館
と

も
、

玄
関

、
ロ

ビ
ー

の
“

整
美

”
が

な
さ

れ
て

い
ま

す
。

掲
示
物

の
工

夫
も

み
ら

れ
ま

し
た

。
大

変
ご

苦
労

さ
ま

で
す

。

・
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、
各

館
と

も
、
事
業

活
動

の
自

粛
、
休

館
を

余
儀

な
く

さ
れ
、
公

民
館

拠
点

と
し

て
の

機
能

が
達

成
出

来
な

か
っ

た
よ

う
に
思

い
ま

す
。
ま

た
、
サ
ー

ク
ル

活

動
等
、
日
ご

ろ
の

学
習

成
果

の
発

表
の

場
で

あ
る

公
民

館
ま

つ
り

が
、
昨
年

に
続

き
開

催
さ

れ
ま

せ
ん

で
し

た
が
、
代
わ

る
事

業
と

し
て

、
写

真
、
動

画
に

よ
る

発
信

は
素

晴
ら

し
い

企
画

だ

と
思
い

ま
す

。

・
多

岐
多

様
な

講
座

を
企
画

立
案

運
営

す
る

の
は

大
変

な
こ

と
と

思
い

ま
す
が

、
無

理
せ

ず
地

域
に

応
じ

た
各

公
民

館
の

独
自

の
講

座
を

企
画

立
案

し
て

頂
き
た

く
思

い
ま
す

。
魅

力
あ

る
講

座
を
発

掘
、

企
画

し
、

多
く

の
市

民
に

利
用

さ
れ

、
愛

さ
れ

る
公

民
館
を

目
指

し
て

頂
き

た
く

思
い

ま
す

。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

の
企

画
運

営
は

、
今

後
終

息
し

た
と

き
に

大
い

に
役
立

つ
こ

と
と

思
い

ま
す

。
た

と
え

実
施

で
き

な
い

こ
と

が
あ

っ
て

も
、

十
分

な
企

画
を

練
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
概

ね
達

成
で

き
た

と
思

い
ま

す
。
公
民

館
の

守
備

範
囲

は
恐

ろ
し

く
広

く
…

少
な

い
担

当
者

で
大

変
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
が

、
押
し

つ
ぶ

さ
れ

ず
に

頑
張

っ
て

欲
し

い
で

す
。
公

民
館

の
評

価

も
年
月

が
た

ち
、

一
定

の
形

が
出

来
て

き
た

と
考

え
て

い
ま

す
。

正
解
は

持
ち

合
わ

せ
て

い
ま

せ
ん

が
、

担
当

者
が

楽
し

く
な

る
よ

う
な

評
価

が
で

き
れ

ば
と

考
え

て
い

ま
す

。
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月
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)
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)
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)
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)
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(
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1
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(
1
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8
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6
,
1
2
0

4
0
,
2
1
1

・
令

和
４

年
１

月
２

７
日

～
２

月
２

０
日

間
、

ま
ん

延
措

置
重

点
期

間
と

し
て
、

・
南

河
内

公
民

館
(
)
は

、
情

報
セ

ン
タ

ー
の

利
用

件
数

及
び

人
数
。

　
　

　
　

・
期

間
内

新
規

予
約

受
付

中
止
。

　
　
(
情

報
セ

ン
タ

ー
は

５
月

よ
り

利
用

開
始
)

　
　

　
　

・
夜

８
時

ま
で

の
利

用
と

す
る

自
粛

要
請
。

　
　

　
　

・
貸

館
に

つ
い

て
、

で
き

る
だ

け
利

用
の

自
粛

要
請
。

　
　

　
　

・
公

民
館

自
主

講
座

の
中

止
と

し
た
。

令
和

３
年

度
　

下
野

市
公

民
館

利
用

数
 
 
(
参

考
)
　

　
　

利
　

用
　

件
　

数
（

件
）

利
　

用
　

人
　

数
（

人
）

合
　

　
　

　
　

計
合

　
　

　
　

　
計
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月
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国分寺公民館 下野市小金井１，１２７

電話 0285-40-5563 fax 0285-40-5564

石橋公民館 下野市石橋４１６

電話 0285-52-1157 fax 0285-52-1158

南河内公民館 下野市田中６８１-１

電話 0285-48-2393 fax 0285-48-5447

南河内東公民館 下野市本吉田７８３

電話 0285-48-5511 fax 0285-48-5514


